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研究要旨 
インターネットを通して保健所等 HIV 検査相談施設の検査情報やHIV/エイズの基礎知識などを継続

的に提供し、HIV/エイズの知識普及や理解促進、HIV 検査希望者への受検サポートを推進することを

目的としたウェブサイト「HIV 検査･相談マップ」（https://www.hivkensa.com）の管理運営を行った。

本サイトの情報提供の効果を調査するため、アクセスアナライザーによる利用状況の解析および保健所

等 HIV 検査担当者へのアンケート調査を行った。本年度の新規事項としては、サイトの全面リニュー

アルとしてコンテンツ管理システム（CMS）および新規デザインの作成、研究班で作成した梅毒啓発ペ

ージ等を掲載した。 
年間サイトアクセス数は、2020 年は 147 万件であり、過去最高となった前年と比較して 34％減とな

った。その要因としては、2020 年 1 月以降の新型コロナウイルス感染症の流行拡大により、報道が新

型コロナウイルス感染症関連のニュースで占められたことから、国民の HIV/エイズへの関心が薄れた

ことが考えられた。また、2020 年 4 月の緊急事態宣言により保健所等 HIV 検査の中止が相次ぎ、特に

東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県の 1 都 3 県および東海ブロックにおいて、5 月下旬の時点で自治体

の約 9 割、HIV 検査施設の約 6 割で検査中止または縮小の措置を取っていたことが分かった。 
当サイトへのアクセスは検索エンジンからが 87％を占めており、2020 年に検索エンジンで当サイト

にアクセスする際に多く使用された検索用語は「エイズ」、「HIV」、「エイズとは」、「HIV 検査」、「性病 
症状」の順で、これらの用語での検索エンジンでの平均掲載順位は 1.5～3.2 と上位であった。サイトコ

ンテンツのページビュー数は「HIV って何？」、「これって、性感染症？」、「トップページ」の順で多く、 
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A.研究目的 

インターネットを通して保健所等 HIV 検査相談

施設の検査情報やHIV/エイズの基礎知識などを継

続的に提供し、検査希望者への情報提供と受検サ

ポート、HIV/エイズの理解促進を目的としたウェ

ブ サ イ ト 「 HIV 検 査 ･ 相 談 マ ッ プ 」

（https://www.hivkensa.com）の管理運営を行っ

た。本サイトの情報提供効果を調査するため、ア

クセス解析や保健所等職員へのアンケート調査

を行い、当サイトが有効利用されているかを評価

した。また、今年度は新型コロナウイルス感染症

流行に伴い、保健所等 HIV 検査の中止が相次い

だことから、その実施状況に関する調査を行った。 

 

B.研究方法 
1．新規情報掲載、情報修正作業 

保健所等HIV検査相談施設で実施されている

常設検査の情報や不定期に実施される検査イベ

ントの情報、また、HIV/エイズに関する基礎知

識等について、ウェブサイト「HIV検査・相談

マップ」（PCサイト、スマートフォンサイト、携

帯電話サイト）に掲載し、情報提供を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PCサイトは2001年9月、携帯電話サイトは2003

年4月に開設し、2009年10月にPCサイトおよび

携帯電話サイトのリニューアルを行った。2013

年にはスマートフォンサイトを開設し、2019年

はPCサイトとスマートフォンサイトについてト

ップページ操作性向上のためのレイアウト調整

を行った。本年度はサイトの全面リニューアル

として、コンテンツ管理システム（CMS）およ

び新規デザインの作成を行い、レスポンシブ対

応のリニューアルサイトを作成した。また、研

究班で作成した梅毒啓発ページ等の掲載を行っ

た。 

定期更新作業としては、2021年3月に新年度の

検査日程等の情報確認のため、自治体154箇所お

よび医療機関45箇所に情報確認依頼文書を送付

し、3月中旬から修正作業を行った。また通年の

作業として、検査施設の新規掲載、掲載情報修

正および検査イベント情報の掲載等を行った。 

 

2．新型コロナウイルス感染症拡大に伴う自治体

HIV検査の実施状況調査 

2020年1月に新型コロナウイルスの国内初感染

性感染症情報ページの閲覧も多いことが分かった。 

保健所等への HIV 検査相談に関するアンケート調査では、当サイトを閲覧したことがある担当者は

保健所で 87％、特設検査施設で 100％、新型コロナウイルス感染症による HIV 検査日程の変更・中止

について当サイトに修正依頼をした担当者は保健所で 19%、特設検査施設で 73%、当サイトが HIV 検

査相談事業に役立っていると回答した担当者は保健所で 65％、特設検査施設で 100％であった。保健所

担当者は当サイトを閲覧したことはあるが、新型コロナウイルス感染症対応により HIV 検査中止等の

連絡は難しかったと思われた。このような事態の際には、運営側が自主的に自治体 HIV 関連サイト等で

HIV 検査情報を収集し、修正作業を行う必要が示唆された。 

2001 年に HIV 検査研究班の公式サイトとして開設以来、2020 年末までに合計 2,446 万件のアクセ

スがあった。当サイトは保健所等 HIV 検査相談施設の情報を多く紹介しており、自治体の HIV/エイズ

情報サイト、日本赤十字社の献血者への配布文書、啓発用パンフレットなど多方面で紹介され、行政的

にも有効活用されている。今後も正確で信頼される HIV 検査情報を提供していくとともに、HIV/エイ

ズの理解促進と、検査希望者の受検アクセス向上に寄与したい。 
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事例の報告があり、感染拡大により2020年4月に

緊急事態宣言が発令された。保健所業務の増加

に伴い保健所・特設検査施設のHIV検査の中止

が相次いだことから、当サイトの掲載情報を修

正する必要が生じた。サイト上に自治体HIV検

査を受検する際の注意事項をポップアップで表

示させるとともに、インターネット上で全国自

治体サイトのHIV検査情報を閲覧調査し、随時

情報修正を行った。また、検査中止または縮小

の措置を行った自治体やHIV検査施設について

調査した。 

 

3．サイト利用状況の調査 － Web解析－  

本サイトのアクセス解析には「Google 

Analytics」および「検索順位ツールGRC」を用

いて、①サイトアクセス数（年別、月別、日

別）、②情報端末別アクセス数、③新規・リピー

ター割合、④チャネル別アクセス割合、⑤検索

エンジン（Google）での検索クエリ別順位、⑥

参照元からのアクセス数、⑦サイトコンテンツ

のページビュー数、⑧アクセス地域およびアク

セス言語、⑨外国語ページのページビュー数を

調査し、利用者の動向およびHIV/エイズ関連報

道によるアクセス数の影響等を解析した。 

 

4．サイト活用状況の解析 － アンケート調査 － 

HIV 検査・相談体制に関する調査（研究分担者 

土屋菜歩先生）において、保健所および特設検査

施設の HIV 検査担当者に対し、当サイトの利用

状況や HIV 検査相談事業への活用等に関するア

ンケート調査を実施した。 

 

C.研究結果 

1．新規情報掲載、情報修正作業の状況 

2020年は保健所等HIV検査相談施設652箇所の

検査情報の掲載を行い、検査イベント情報依頼

46件、情報修正依頼344件の更新作業を行った

（図1）。本年度の新規事項としては、サイトの

全面リニューアルとして、コンテンツ管理シス

テム（CMS）および新規デザインの作成を行

い、リニューアルサイトを2021年3月に公開した

（図2）。性感染症啓発として、研究班で作成さ

れた梅毒啓発動画を発信するYouTubeチャンネ

ルを作成し、サイト内にも掲載した。また、サ

イト内の梅毒情報ページ「もしかして梅毒!?」ペ

ージに代わり、新たに研究班で作成された「梅

毒って、なに？」ページを2021年2月に公開した 

 

2．新型コロナウイルス感染症拡大に伴う自治体

HIV検査の実施状況調査 

新型コロナウイルス感染症拡大による保健所

業務の増加に伴い保健所・特設検査施設の HIV 検

査の中止が相次いだことから、当サイトの掲載情

報を随時修正するために、インターネットで公開

されている全国自治体サイトの HIV 検査情報を

閲覧調査した。その結果、HIV 検査を中止または

縮小した自治体は 3 月下旬時点で 21％、5 月下旬

時点で 61％、9 月下旬時点で 42％、12 月下旬時

点で 36％であり、HIV 検査施設では 3 月下旬時

点で 7％、5 月下旬時点で 33％、9 月下旬時点で

21％、12 月下旬時点で 19％であった（図 3）。特

に東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県の 1 都 3 県

および東海ブロックにおいて、5 月下旬時点で自

治体の約 9 割、HIV 検査施設の約 6 割で検査中止

または縮小の措置を取っていたことが分かった。 

 

3．サイト利用状況の調査 － Web 解析－ 

PC サイト、スマートフォンサイトおよび携帯

電話サイトでの 2001 年からの合計アクセス数は

約 2,446 万件となった（図 4）。2020 年の年間サ

イトアクセス数は 147 万件であり、過去最高であ

った 2018 年の 223 万件よりも 34％減となった。
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情報端末別にみると、スマートフォンからのアク

セス数が 129 万件となり、総アクセス数の 88％

を占めた（図 5）。月別アクセス数は、2018 年 11

月をピークとして 2019 年は右肩下がりでアクセ

ス数が減少し、2020 年 1～2 月は若干増加に転じ

てひと月あたり 15 万件のアクセスがあったが、2

月以降は 11～12 万件と横ばいで推移した（図 6）。

日別アクセス数では、一日あたり 10,000 件を超

えた日は 2019 年では計 9 回あったが、2020 年で

は一度もなかった（図 7）。訪問者別割合は、新規

訪問者が 88％、リピーターが 12％であった（図

8）。チャネル別のアクセス割合では、検索エンジ

ンからのアクセスが 87.2％、直接アクセスが

9.5％、他サイトからのアクセスが 2.6％、SNS か

らのアクセスが 0.7％であった（図 9）。 

検索エンジン（Google）における検索順位調査

の指標とする検索クエリの月別順位をみたとこ

ろ、「HIV」では 1～3 位、「エイズ」では 1～2 位、

「AIDS」では 2～7 位の間で推移していた（図 10）。

「HIV」、「エイズ」、「AIDS」と「検査」の用語の

組み合わせ、また、「HIV」、「AIDS」と「test」の

用語の組み合わせではすべて 1 位に表示された。

「梅毒」では、1～4 月までは 10 位以内に入って

いたが、5 月以降は順位が低下した。しかし、「梅

毒」と「検査」の用語を組み合わせると 10 位以内

に入った。「性感染症」では、1～11 月までは 11

～16 位の間で推移していたが、12 月には 7 位と

上昇した。検索エンジン（Google）での検索に用

いられたクエリ別の順位を 10 位まで調査したと

ころ、今年度、検索エンジンで当サイトを閲覧す

る際に一番多く使用された検索用語は「エイズ」

であり、以下、「HIV」、「エイズとは」、「HIV 検

査」、「性病症状」と続き、これらの用語での検索

エンジンでの平均掲載順位は 1.5～3.2 と上位で

あった（図 11）。また、10 位以内の用語の平均掲

載順位は 1.0～8.6 であった。「梅毒」の用語検索

順位は、2018 年は 1 位、2019 年は 3 位と高かっ

たが、今年度は 10 位であった。 

参照元からのアクセス数を見たところ、Google

検索からが最も多く約 96 万件、Yahoo! JAPAN

検索からが約 31 万件、直接アクセスが約 14 万件

であったが、Twitter リンクや YouTube からのア

クセスも見られた（図 12）。  

サイトコンテンツのページビュー数を見ると、

1 位がスマートフォンサイトの「HIV・エイズっ

て何？」ページで約 40 万ページビュー、2 位が

「これって、性感染症？」ページで約 25 万ペー

ジビューであった（図 13）。上位 10 位中、スマー

トフォンサイトのページが 9 ページを占めた。サ

イト内の梅毒情報ページ「もしかして梅毒!?」の

閲覧数は、2019 年はサイト全体の 4 位であった

が、今年度は 10 位に下がっていた。 

検査・相談施設別ページビュー数では、「東京

都南新宿検査相談室」が最も多く、「chot CAST

（大阪検査相談・啓発・支援センター）」、「池袋

保健所」、「神戸市保健所」、「福岡市中央区保健

福祉センター」と続いた（図14）。 

当サイトへのアクセス地域は日本が111万人と

最も多く、続いて米国3,503人、タイ国1,800

人、韓国1,632人であった（図15）。アクセス言

語では、日本語が110万人、英語が32,149人、中

国語が4,741人であった。外国語ページ（英語、

スペイン語、タイ語、タガログ語、ベトナム

語、ポルトガル語、韓国語、中国語およびやさ

しい日本語）のページビュー数は、やさしい日

本語が13,417件と最も多く、続いて英語ページ

が8,114件、ベトナム語1,816件、中国語1,504件

であった（図16）。 

 

4．サイト活用状況の解析 － アンケート調査 － 

全国保健所および特設検査施設に対して実施

した HIV 検査相談に関するアンケート調査にお
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いて、当サイトの利用状況や HIV 検査相談事業

への貢献度に関する質問を HIV/エイズ対策担当

者に質問した。「当サイトを閲覧したことがある

か」の設問に対しては、「ある」との回答は保健所

87%、特設検査施設 100％（図 17）、「新型コロナ

ウイルス感染症により HIV 検査日程が変更・中

止になった際に当サイトに修正依頼を送ったか」

の設問では、「はい」の回答は保健所 19%、特設

検査施設 73％（図 18）、「当サイトが事業に役立

っていると思うか」の設問では、「思う」の回答は

保健所 65%、特設検査施設 100％であった（図 19）。 

 

D.考察 

今年度のサイトアクセス数は 147 万件であり、

過去最高であった 2019年の 223万件よりも 34％

の減少となった。その要因としては、2020 年 1 月

以降の新型コロナウイルス感染症の流行拡大に

より、報道が新型コロナウイルス関連のニュース

で占められ、国民の HIV/エイズへの関心が薄れ

たことが考えられた。また、新型コロナウイルス

感染症対応よる保健所業務の増加および 4月の緊

急事態宣言により保健所等 HIV 検査の中止が相

次ぎ、5 月下旬時点で HIV 検査を中止・縮小して

いた自治体は 61％、HIV 検査施設では 33％であ

り、特に東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県の 1

都 3 県および東海ブロックにおいては、5 月下旬

時点で自治体の約 9 割、HIV 検査施設の約 6 割で

検査中止・縮小の措置を取っていたことが分かっ

た。エイズ動向委員会報告の保健所等の HIV 抗

体検査件数を見ると、2020 年は 2019 年と比較し

て、第 1 四半期で 26%減、第 2 四半期で 74%減

となっており、自治体 HIV 検査の中止・縮小規模

が大きく検査数に影響していたことが分かった。  

情報端末別アクセス数では、スマートフォンか

らが 129 万件と総アクセス数の 88％を占めてお

り、スマートフォンでの表示を主としたサイト構

成が重要と思われた。今年度、サイトの全面リニ

ューアルとして、コンテンツ管理システム（CMS）

および新規デザインの作成を行い、レスポンシブ

対応のリニューアルサイトを 2021 年 3 月に公開

した。このリニューアルにより、スマートフォン

ファーストでの閲覧性向上を目指しており、その

効果については来年度以降調査する予定である。 

チャネル別のアクセス割合では、検索エンジン

からのアクセスが 87.2％、直接アクセスが 9.5％、

他サイトからのアクセスが 2.6％、SNS からのア

クセスが 0.7％であり、SNS からの訪問数が少な

いことが分かった。新サイトでは当サイト情報を

SNS で共有してもらいやすいよう、シェアボタン

の配置などに配慮したことから、今後その効果に

ついても検証したい。 

検索エンジン（Google）での検索クエリ別の順

位を 10 位まで調査したところ、今年度、検索エ

ンジンで当サイトを閲覧する際に一番多く使用

された検索用語は「エイズ」であり、以下、「HIV」、

「エイズとは」、「HIV 検査」、「性病 症状」であ

り、これら用語での検索エンジンでの平均掲載順

位は 1.5～3.2 と上位であった。サイトコンテンツ

のページビュー数は「HIV・エイズって何？」、「こ

れって、性感染症？」、「トップページ」の順とな

り、性感染症情報への閲覧も多いことが分かった。

「梅毒」の用語検索順位は、2018 年は 1 位、2019

年は 3 位と高かったが、今年度は 10 位であり、

サイト内の梅毒情報ページ「もしかして梅毒!?」

の閲覧数も 2019 年はサイト全体の 4 位であった

が、今年度は 10 位となった。今年度は「もしかし

て梅毒!?」ページに代わり、新たに「梅毒って、な

に？」ページを2021年2月に公開したことから、

その利用状況を調査したい。 

参照元からのアクセス数は検索サイトからが

ほとんどを占めたが、 Twitter のリンクや

YouTube からのアクセスも見られた。昨年度まで
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は東京都サイトから 7,900 件のアクセスがあった

が、今年度は 333 件に減少していたことから、そ

の動向に注視したい。 

外国語ページは、昨年度はやさしい日本語が

21,063 件、英語ページ 12,817 件、ベトナム語

2,389 件、中国語 2,367 件であったが、今年度は

それぞれ 13,417 件、8,114 年、1,816 件、1,504

件に減少していた。また、当サイトへのアクセス

地域も昨年度は米国 7,557 人、タイ国 6,271 人、

フィリピン 2,315 人であったが、今年度は 3,503

人、1,800 人、597 人と減少しており、新型コロ

ナウイルスによる渡航中止等の影響と思われた。 

保健所等への HIV 検査相談に関するアンケー

ト調査では、当サイトを閲覧したことがある担当

者は保健所で 87％、特設検査施設で 100％、新型

コロナウイルス感染症による HIV 検査日程の変

更・中止について当サイトに修正依頼をした担当

者は保健所で 19%、特設検査施設で 73%、当サイ

トが HIV 検査相談事業に役立っていると回答し

た担当者は保健所で 65％、特設検査施設で 100％

であった。保健所担当者は当サイトを閲覧したこ

とはあるが、新型コロナウイルス感染症業務の増

加により HIV 検査中止等の連絡までは手が回ら

なかったと思われた。このため、運営側が自主的

に自治体 HIV 関連サイト等で HIV 検査情報を収

集し、修正作業を行う必要性が示唆された。 

当サイトは HIV 検査研究班の公式サイトとし

て 2001 年に開設し、2020 年末までに約 2,446 万

件のアクセスがあった。全国の保健所等 HIV 検

査相談施設の情報を提供するとともに、検索エン

ジンの HIV/エイズ関連用語検索で上位に検索結

果が表示されることで、HIV/エイズ情報提供ペー

ジとしても機能している。また、当サイトは自治

体の HIV/エイズ情報媒体、日本赤十字社の献血

者への配布文書、啓発用パンフレット等、多方面

で紹介され、行政的にも有効活用されている。今

後も正確で最新の HIV 検査情報を提供していく

とともに、更なる HIV/エイズの理解促進と、受検

アクセスの向上に寄与していきたい。 

 

E.結論 

ウェブサイト「HIV 検査・相談マップ」

（https://www.hivkensa.com）を運営し、保健所

等 HIV 検査相談施設の最新情報や HIV 検査に関

する基礎知識等の情報を継続的に提供した。また、

アクセス解析から、利用状況や閲覧ページの動向

等を調査した。今年度は新型コロナウイルス感染

症の流行による保健所等 HIV 検査中止等の実施

状況調査を行った。 

今年度のサイト訪問数は、約 147 万件であり、

過去最高となった前年と比較して 34％減となっ

た。2020 年 1 月以降の新型コロナウイルス感染

症の流行拡大により、新型コロナウイルス関連の

ニュースが多く、国民の HIV/エイズへの関心が

薄れたことが考えられた。また、4 月の緊急事態

宣言により保健所等 HIV 検査の中止が相次ぎ、

特に首都圏 1 都 3 県および東海ブロックにおい

て、5 月下旬の時点で自治体の約 9 割、HIV 検査

施設の約 6割で検査中止または縮小の措置を取っ

ていたことが分かった。 

保健所等アンケート調査結果から、保健所 HIV

担当者は当サイトを見たことはあるが、新型コロ

ナウイルス感染症対応により HIV 検査中止等の

連絡までは手が回らなかったことが分かった。こ

のため、運営側が自主的に情報を収集し、修正作

業を行う必要性が示唆された。 

 

（サイト URL・掲載情報転載依頼） 

1．株式会社集英社「どんなわたしも愛してる」書

籍にサイト URL 掲載 

2．（株）日総研出版「新生児・小児領域の感染対

策」講義スライド資料に「HIV 検査まめ知識
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／HIV 検査のウインドウ期とは？」の図掲載 

3．株式会社メディアート作成サイト「女性の感染

症（仮）」に「これって性感染症？／症状から

どんな性感染症（性病）が考えられる？」転載 

 

F.健康危険情報 

なし 

 

G.研究発表 

1. 論文発表 

なし 

 

2.学会発表 

1）佐野貴子、近藤真規子、櫻木淳一、中澤よ

う子、今井光信．神奈川県域の保健所等に

おける HIV 検査数の推移と陽性例の解析．

第 34 回日本エイズ学会学術集会・総会、

2020 年 11 月 27 日-12 月 25 日、Web 開

催． 

2）須藤弘二、佐野貴子、近藤真規子、今井光

信、今村顕史、加藤眞吾．HIV 郵送検査に

関する実態調査（2019）．第 34 回日本エイ

ズ学会学術集会・総会、2020 年 11 月 27 日

-12 月 25 日、Web 開催． 

3）土屋菜歩、佐野貴子、カエベタ亜矢、関な

おみ、城所敏英、根岸潤、堅多敦子、川畑

拓也、貞升健志、須藤弘二、加藤眞吾、大

木幸子、生島嗣、今井光信、今村顕史．保

健所・検査所における HIV 検査・相談体制

と実施状況および課題に関するアンケー

ト調査．第 34 回日本エイズ学会学術集会・

総会、2020 年 11 月 27 日-2 月 25 日、Web

開催． 

4）土屋菜歩、佐野貴子、カエベタ亜矢、関な

おみ、城所敏英、根岸潤、堅多敦子、川畑

拓也、貞升健志、須藤弘二、加藤眞吾、大

木幸子、生島嗣、今井光信、今村顕史．保

健所・検査所における梅毒検査実施状況お

よび陽性率に関するアンケート調査．第 34

回日本エイズ学会学術集会・総会、2020 年

11 月 27 日-2 月 25 日、Web 開催． 

 

H.知的所有権の出願・登録状況（予定を含む） 

なし 
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